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つ
が
る
市
登
山
囃
子
保
存
会

　

毎
年
、
旧
暦
の
八
月
一
日
に
行
わ

れ
る
津
軽
地
方
最
大
の
秋
祭
り
で
、

国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
い
る
伝
統
行
事
の
「
お
山
参

詣
」
の
お
囃
子
で
す
。

　

五
穀
豊
穣
と
家
内
安
全
を
祈
願
し
、

津
軽
各
地
よ
り
白
装
束
に
身
を
か
た

め
た
人
々
が
集
ま
り
、「
サ
イ
ギ
サ

イ
ギ
」
と
い
う
お
題
目
を
唱
え
な
が

ら
、
霊
峰

岩
木
山
を

登
り
ま
す
。

　

山
頂
で

の
ご
来
光

を
拝
し
、

下
山
す
る

時
に
演
奏

さ
れ
る
の

が
下
山
囃

子
で
す
。

　

三
方
荒
神
鹿
島
獅
子
保
存
会

　

今
よ
り
２
０
０
年
以
上
も
前
に
、

鹿
島
神
社

が
お
授
け

に
な
り
、

鹿
島
様
の

前
で
お
神

楽
を
行
っ

た
と
い
う

の
が
始
ま

り
と
言
わ

れ
て
お
り

ま
す
。

　

鹿
と
案
内
す
る
猿
が
奥
山
か
ら
降

り
て
き
て
、
川
に
橋
を
架
け
て
渡
り
、

森
に
上
が
っ
て
、
お
宮
に
参
拝
し
て
、

神
社
の
庭
で
お
神
楽
を
行
う
と
い
う

構
成
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

弥
三
郎
節
保
存
会

　

津
軽
地
方
に
伝
わ
る
嫁
い
び
り
の

内
容
を
も
っ
た
数
え
唄
形
式
の
民
謡

で
、
文
化

５
年
（
１

８
０
８)

、

旧
森
田
村

の
下
相
野

の
百
姓
弥

三
郎
の
所

に
隣
村
大

開
の
百
姓

万
九
郎
の

娘
が
嫁
に

き
ま
し
た
が
、
弥
三
郎
の
親
の
嫁
い

び
り
に
耐
え
切
れ
ず
、
つ
い
に
離
縁

す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
別
れ
の
時
、

思
い
余
っ
て
外
に
放
り
出
さ
れ
た
長

持
に
腰
を
か
け
て
、
嫁
が
恨
み
を
こ

め
て
歌
っ
た
の
が
、
こ
の
弥
三
郎
節

の
由
来
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
正
調
弥
三
郎
節
を
唯
一
歌

え
る
盛
ト
キ
ワ
さ
ん
は
、
今
年
95
歳

を
迎
え
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
元
気

に
歌
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ホ
ー
ハ
イ
節
保
存
会

　

高
い
裏
声
を
張
り
上
げ
て
歌
う
旧

森
田
村
の
盆
踊
り
唄
で
、
日
本
民

謡
と
し
て
は
、
き
わ
め
て
特
異
な

発
声
法
を

用
い
て
お

り
、
津
軽

民
謡
の
中

で
も
異
色

で
、
日
本

の
ヨ
ー
デ

ル
と
も
い

わ
れ
て
お

り
ま
す
。

　

由
来
は
、

今
か
ら
４
３
０
年
位
前
の
天
正
年
間
、

津
軽
藩
の
祖
津
軽
為
信
が
、
油
川
城

を
攻
撃
し
た
時
、
落
城
が
叶
わ
ず
兵

士
た
ち
の
落
胆
ぶ
り
は
相
当
な
も
の

で
し
た
。

　

険
し
い
津
軽
坂(

今
の
鶴
ヶ
坂)

を

越
え
て
津
軽
藩
に
帰
る
こ
と
な
ど
到

底
で
き
そ
う
も
な
か
っ
た
そ
う
で
、

そ
ん
な
兵
士
た
ち
の
士
気
を
鼓
舞
す

る
た
め
に
、
為
信
公
が
峠
の
「
お
玉

茶
屋
」で
即
席
に
歌
っ
た
の
が
、こ
の

歌
の
始
ま
り
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

木
造
甚
句
保
存
会

　

こ
の
唄
は
、
名
君
と
称
さ
れ
る
四

代
藩
主
・
津
軽
信
政
公
が
新
田
開
発

の
拠
点
と
し
て
設
け
た
代
官
所
や

御
仮
屋
に
お
い
て
、
20
日
盆
の
時
に
、

松
の
木
の
下
に
陣
取
っ
た
殿
様
の

前
で
歌
い

踊
っ
て
見

せ
た
の
が
、

こ
の
唄
の

始
ま
り
と

言
わ
れ
て

お
り
ま
す
。

　

そ
の
昔
、

物
不
足
の

時
代
は
、

特
別
な
良

い
着
物
が
な
く
、「
ボ
ド
」
と
い
う

普
段
着
で
踊
っ
た
そ
う
で
、
当
時
を

そ
の
ま
ま
再
現
し
て
「
ボ
ド
」
を
着

て
踊
っ
て
い
ま
し
た
。

　

出
野
里
獅
子
踊
保
存
会

　

出
野
里
獅
子
踊
り
は
、
３
２
０
年

以
上
の
歴
史
が
あ
り
、
１
６
８
０
年

代
に
新
田
開
発
の
た
め
出
野
里
に

や
っ
て
き
た
武
士
た
ち
が
、
出
野
里

の
人
々
に
教
え
た
の
が
始
ま
り
と
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
踊
り
は
、
三
体
の

鹿
の
獅
子
が
、猿
の
化
身
で
あ
る「
オ

ガ
シ
」
に
導
か
れ
て
橋
を
渡
り
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
雄
獅
子
と
中
獅
子
が
雌

獅
子
を
め
ぐ
っ
て
激
し
く
争
い
ま
す
。

　

や
が
て
、
仲
直
り
し
た
三
体
の
獅

子
た
ち
は
、
力
を
合
わ
せ
て
結
界

を
は
ず
し
、

神
聖
な
世

界
へ
と
近

づ
い
て
い

く
と
い
う
、

大
変
ド
ラ

マ
チ
ッ
ク

な
構
成
に

な
っ
て
い

ま
す
。

　

嘉
瀬
奴
踊
保
存
会

　

嘉
瀬
奴
踊
り
は
、
五
所
川
原
市
金

木
町
に
約

３
０
０
年

前
か
ら
伝

わ
る
全
国

的
に
も
有

名
な
盆
踊

り
で
、
昭

和
44
年
12

月
に
「
青

森
県
無
形

民
俗
文
化

財
」
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

♪
サ
ー
サ　

こ
れ
か
ら　

奴
踊
り

お
ど
る　

サ
ー
サ　

こ
れ
か
ら　

奴

踊
り
お
ど
る
♪

　

第
三
回
つ
が
る
市
伝
統
芸
能
保
存

フ
ェ
ス
タ
が
、
９
月
14
日
、
柏
ふ
る

さ
と
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、

７
団
体
が
参
加
、
約
４
０
０
人
の
市

民
が
訪
れ
て
い
ま
し
た
。
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長寿番付10傑（19年10月1日現在)
【男性】
順位 氏　　名 年齢 地区名
１ 荒　谷　謙太郎 100 柏
２ 藤　田　要　三 99 木　造
３ 光　谷　由　松 99 木　造
４ 渋　谷　直　隆 98 稲　垣
５ 坂　本　恭太郎 98 車　力
６ 小山内　喜三郎 97 森　田
７ 山　口　四　郎 97 木　造
８ 佐々木　年　雄 97 木　造
９ 七　戸　喜代吉 97 森　田
10 葛　西　末　吉 97 森　田
【女性】
順位 氏　　名 年齢 地区名
１ 今　　　ソ　ワ 104 稲　垣
２ 伊　藤　イ　ソ 100 木　造
３ 神　　　イ　コ 100 車　力
４ 成　田　ミ　ツ 100 木　造
５ 三　橋　と　せ 99 木　造
６ 伊　藤　キ　セ 99 木　造
７ 野　呂　な　り 99 稲　垣
８ 齋　藤　た　か 99 森　田
９ 小　寺　ち　せ 99 車　力
10 永　田　そ　よ 98 木　造

　

市
内
に
お
い
て
不
法
投
棄
が
依
然

と
し
て
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　

市
で
は
、
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
、

監
視
を
強
化
し
て
い
ま
す
が
、
不
法

投
棄
ご
み
は
多
数
箇
所
に
投
棄
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
で
は
今
年
も
数
回
に
わ

た
り
撤
去
作
業
を
行
い
ま
し
た
が
、

撤
去
に
は
多
額
の
経
費
が
か
か
り
ま

す
。

　

「
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
」５月に行われた撤去作業

不法投棄されたごみの山

の
た
め
市
民
一
人
ひ
と
り
が
意
識
を

高
め
、
市
内
か
ら
不
法
投
棄
を
な
く

す
た
め
協
力
し
て
い
か
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
一
つ
と
し
て
「
不
法
投
棄
監

視
シ
ス
テ
ム
」
を
設
置
し
、
パ
ト

ロ
ー
ル
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
の
で

「
ご
み
は
市
外
か
ら
持
ち
込
ま
せ
な

い
、
市
内
で
不
法
投
棄
し
な
い
」
と

い
う
意
識
で
皆
さ
ん
の
御
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

９
月
28
日
、「
松
の
館
」
で
、
つ

が
る
市
老
人
福
祉
大
会
が
開
催
さ
れ
、

長
寿
者
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。

　

大
会
で
、
福
島
市
長
は
「
今
日
の

日
本
の
繁
栄
が
あ
る
の
は
、
皆
様
方

が
長
年
に
渡
り
様
々
な
分
野
で
の
ご

活
躍
に
よ
り
基
礎
を
築
い
て
い
た
だ

い
た
お
か
げ
で
あ
り
ま
す
。
年
々
ご

長
寿
の
方
が
増
え
て
お
り
ま
す
こ
と

は
、
市
民
の
皆
様
の
健
康
づ
く
り
を

進
め
て
お
り
ま
す
本
市
と
い
た
し
ま

し
て
も
、
大
変
う
れ
し
く
、
喜
ば
し

い
限
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
、
皆
様
方
が
お
元
気
で
、
楽
し
く

お
過
ご
し
い
た
だ
け
る
よ
う
、
市
政

の
充
実
・
発
展
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
一
層
の
ご
支
援
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。

　

続
い
て
、
88
歳
到
達
者
夫
婦
（
青

森
県
知
事
伝
達
）
３
組
、
結
婚
60
周

年
（
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
夫
婦
は
昭
和

22
年
１
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
の
間

に
婚
姻
の
届
出
を
さ
れ
た
夫
婦
）
を

迎
え
ら
れ
た
夫
婦
30
組
、
結
婚
50
周

年
（
金
婚
夫
婦
は
昭
和
32
年
１
月
１

日
か
ら
12
月
31
日
の
間
に
婚
姻
の
届

出
を
さ
れ
た
夫
婦
）
を
迎
え
ら
れ
た

夫
婦
33
組
に
顕
彰
状
な
ど
が
送
ら
れ

ま
し
た
。

　

閉
会
後
は
、
柴
田
保
育
所
、
柏
第

三
保
育
所
、
森
田
保
育
所
、
し
げ
た

保
育
園
、
富
萢
保
育
所
の
園
児
に
よ

る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
会

場
は
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

88
歳
到
達
者
夫
婦
（
県
知
事
顕
彰
）

　

木
造
林
阿
曽
沼

　
　
　

三
浦　

兼
造
・
き
く
江
さ
ん

　

森
田
町
下
相
野
千
代
倉

　
　
　

三
戸　

恭
一
・
や
ゑ
さ
ん

　

稲
垣
町
繁
田
赤
簱

　
　
　

尾
野
不
二
夫
・
オ
ナ
さ
ん

　

市
で
は
、
長
年
に
わ
た
り
地
域
社
会
の
伸
展
に
寄
与
し
て
き
た
高

齢
者
に
対
し
て
敬
意
を
表
し
祝
福
す
る
た
め
、
９
月
28
日
、
松
の
館

で
「
つ
が
る
市
老
人
福
祉
大
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

監
視
を
強
化

監
視
を
強
化

ダイヤモンド婚で表彰を
受けるご夫婦

柏第三保育所は音楽に
合わせてのカラーガード

富萢保育所は元気いっぱい
のヨッチョレ
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安全祈願をする
福島市長

　学生の制服を考える

　私が初めて日本に来たのは高校生の時でした。

　一番驚かされたことは学生の制服でした。日本人の学生はみんな

制服を着るので、あまり考えないと思うのですが、一回も制服を着

たことがない私には制服はとても面白いです。普通のアメリカの公

立高校生に聞けば、制服は嫌いと答えるかもしれません。でも、日

本人の生徒達はみんな文句を言わず着るので、アメリカ人が思って

いるほど悪くはないのでしょう。

　実際に制服を見るまでは、私は他のアメリカ人の高校生のよう

に、制服は人の性格を消してしまうものだと思っていました。生徒

全員が同じものを着るのは不自由な感じがしました。　

しかし、アメリカでは自由ということよりスタイルを重視している

高校生があまりにも多いことに気が付いた時、その考えは理にか

なっていないと思いました。服を自由に選択できるのはいいです

が、ファッシを大事にしすぎる若者が貧乏な生徒をいじめる場合も

あります。それに他人が自分の服と似ていないものを着れば友達に

なれない若者が多く、服は派閥を支えているのではないでしょう

か。

　今、私は学生ではありませんが、制服にはたくさん良いことがあ

ることが分かるようになりましたが、といって

も、まだ理解できないことが一つ残っています。

なぜ日本の制服はいつも性別によって違うので

しょうか。制服が本当に同一にするものだった

ら、男も女も生徒みんな同じものを着たら公平

ではないでしょうか。

　国際交流員　

⑥
（全10回）

　

木
造
地
区
３
中
学
校
（
木
造
、
木
造
西
、
館
岡
中
学

　

木
造
地
区
３
中
学
校
（
木
造
、
木
造
西
、
館
岡
中
学

校
）
が
統
合
す
る
、
統
合
中
学
校
（
仮
称
）
校
舎
新
築

校
）
が
統
合
す
る
、
統
合
中
学
校
（
仮
称
）
校
舎
新
築

工
事
安
全
祈
願
祭
が
９
月

工
事
安
全
祈
願
祭
が
９
月
2626
日
、
木
造
中
学
校
敷
地
内

日
、
木
造
中
学
校
敷
地
内

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

安
全
祈
願
祭
は
、
市
や
工
事
関
係
者
ら

　

安
全
祈
願
祭
は
、
市
や
工
事
関
係
者
ら
8080
人
が
出
席

人
が
出
席

し
て
行
わ
れ
、
福
島
市
長
は
「
新
築
校
舎
は
多
目
的

し
て
行
わ
れ
、
福
島
市
長
は
「
新
築
校
舎
は
多
目
的

に
利
用
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
を
随
所
に
確
保
し
て
お
り
教

に
利
用
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
を
随
所
に
確
保
し
て
お
り
教

育
活
動
の
機
能
性
を
十
分
に
兼
ね
備
え
た
も
の
で
あ
り
、

育
活
動
の
機
能
性
を
十
分
に
兼
ね
備
え
た
も
の
で
あ
り
、

つ
が
る
市
の
未
来
を
託
す
大
切
な
生
徒
た
ち
の
学
び
舎

つ
が
る
市
の
未
来
を
託
す
大
切
な
生
徒
た
ち
の
学
び
舎

と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
立
派
な
校
舎
の
完
成
を
期
待
し
ま

と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
立
派
な
校
舎
の
完
成
を
期
待
し
ま

す
。
ま
た
、
工
事
に
当
た
り
学
校
運
営
に
支
障
な
く
、

す
。
ま
た
、
工
事
に
当
た
り
学
校
運
営
に
支
障
な
く
、

そ
し
て
事
故
が
な
い
よ
う
万
全
を
期
し
て
も
ら
い
た
い

そ
し
て
事
故
が
な
い
よ
う
万
全
を
期
し
て
も
ら
い
た
い

と
思
い
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

と
思
い
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

《
校
《
校  

舎舎  

概概  

要
》
要
》

構　

造　

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
３
階
建
て

構　

造　

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
３
階
建
て

　

延
床
面
積　

７
７
４
５
・

　

延
床
面
積　

７
７
４
５
・
3838
㎡㎡

　

う
ち　

給
食
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山の神、海の神、里の神大綱引き合戦　
　９月11日（旧暦８月１日）、岩木山神社で大綱引き合戦が
行なわれました。
　岩木山神社を「山の神」、高山稲荷神社を「海の神」、猿
賀神社を「里の神」として、三神社の選手が神の使者となり、
豊年万作大漁を願い大綱引き大会が行われ、神の使者は一所
懸命に綱を引き、また観客は手に汗を握って力の入った応援
をして、年に一度の合戦を楽しんでいました。
海の神の使者は、つがるの意地を見せハッスルしていました。

「つがるの大地に福祉の芽を育てよう」
　９月８日、第３回つがる市社会福祉大会が「松の館」で開
催されました。
　大会は、人との絆を大切にした地域社会を目指そうと開催
され、オープニングでは牛潟小児童15名による「虫送り」が
披露、「福祉の作文」が５小学校児童により発表が行われま
した。
　また、チャリティー芸能ショーやリサイクルバザー、出店
等もあり、参加者は楽しい1日を過ごしました。

農業用廃プラを回収
　９月７日、市役所とＪＡ木造町では農業用の廃棄プラス
チックを回収し、産廃業者に処分を依頼しました。
　早朝から町農協には30台以上の農家の車が、列を作り廃プ
ラを運搬、計量しては産廃業者のトラックへ積み込みしてい
ました。
　この日回収された廃プラは28㌧にもなり、積み込みは夕方
までかかりました。
　廃プラは、燃やさず適正に処分しましょう。

「火の用心」のぼり旗を寄贈
　10月９日、消防本部で全労済青森県本部から「火の用心」
のぼり旗100本が寄贈されました。
　消防本部嶋田消防長は「火の用心のぼり旗は、地域住民の
火災予防運動に大いに寄与するものと確信しています」とお
礼を述べました。
  今月15日～21日まで行われている、青森県秋の火災予防運
動に併せて寄贈されたもので、市内各所に立てられ火災予防
を喚起しています。

りんごパトロール隊　出動
　９月19日、市役所前で今年の「りんごパトロール隊」の出
動式が関係者50名が出席して行われました。
　福島市長は「丹精込めて育てたりんごを盗まれることは絶
対にあってはならないことで、盗難を防いでいただきたい」
とあいさつ、パトロール隊を代表して柴谷亮さんがパトロー
ルにおける決意表明をし、各班一斉に出動しました。
　今年も３班に分かれてパトロールを実施します。




